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⽇本の成⼈は７年前には世界⼀の能⼒を持っていた OECD 国際成⼈⼒調査より 
 
⽇本⼈の能⼒は最近低下傾向であり、その結果、発明や富を⽣み出す⼒が衰えたのではない
かとの（⾃虐的な）議論が新聞紙上をにぎわすことが多くなったように感じている。⽇本⼈
の⾃信喪失、さらにその傾向を助⻑するマスコミ報道といった構図である。 
 
しかしながら、⽇本⼈の能⼒は国際的に⾒てまだ捨てたものではないとの調査結果がある。
⽇本の成⼈の読解⼒、数的思考⼒、IT の活⽤能⼒がいずれも OECD に属する国の中で１番
である。７年前の結果であるので、現在とは事情が違うのではないかとの意⾒があるかもし
れないし、受験者のサンプリング⾃体に問題があるのでは、との意⾒もあることと思う。 
 
受験者のサンプリングに関しては、「OECD 国際成⼈調査 調査結果の概要（⽂部科学省）」 
（ https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/Others/__icsFiles/afieldfile/2013/11/07/1
287165_1.pdf）に次のように記されている。 
 

平成 23 年 12 ⽉ 1 ⽇を基準⽇として、16 歳以上 65 歳以下の男⼥ 11,000 ⼈を住⺠基本台
帳から層化⼆段抽出法によって無作為に選定し、5,173 ⼈より回答を得た。 
 

 
この国際成⼈⼒調査は⽇本⼈全体としての能⼒を測るものである。⽇本が国際競争を⽣き
抜いていく上では、奇抜な発想（創造⼒）と強⼒な実⾏⼒を持つ⼈材が必要となってくる。
⽇本⼈は⼈と同じであるということを美徳としているが？、その殻を破っていくことがこ
れからに⽇本には重要となってくる。令和の世を迎え、世界情勢は激動している。⽇本は今
まさに新たなる明治維新の真っただ中にいるといっても過⾔ではないと感じている。 
 
 
国際成⼈⼒調査（Wikipedia） 

経済協⼒開発機構（OECD）の成⼈のスキルを評価する世界規模の調査である。この調査
は OCED 各国の知識基盤社会における読解⼒、数的思考⼒、そして問題解決能⼒のスキル
を評価し、各国国⺠のこれらのスキルを向上させるための情報を提供するのが主⽬的であ
る。 労働⼒⼈⼝（16 歳から 65 歳まで）に焦点を合わせたこの調査は、2013 年 10 ⽉ 8 ⽇
にはじめて公表された。 

読解⼒、数的思考⼒、IT を活⽤した問題解決能⼒の３分野のスキルを調査。また、年齢



や性別、学歴、職業などに関する背景調査を併せて実施。 
知識の有無を問うのではなく、⽇常⽣活の様々な状況の中で情報を活⽤するスキルを重

視。数学の公式などの知識がないと解けない問題が出題されることはない。 
 
読解⼒ 

社会に参加し、⾃らの⽬標を達成し、⾃らの知識と可能性を発展させるために、書かれた
テキストを理解し、評価し、利⽤し、これに取り組む能⼒。 
 
数的思考⼒ 

成⼈の⽣活において、さまざまな状況の下での数学的な必要性に関わり、対処していくた
めに数学的な情報や概念にアクセスし、利⽤し、解釈し、伝達する能⼒。 
 
IT を活⽤した問題解決能⼒ 

情報を獲得・評価し、他者とコミュニケーションをし、実際的なタスクを遂⾏するために、
デジタル技術、コミュニケーションツール及びネットワークを活⽤する能⼒。 
 
⽇本は、 
読解⼒：296（1 位） 
数的思考⼒：288（1 位） 
IT を活⽤した問題解決能⼒(コンピュータ調査を受けた者の平均得点)：255（1 位） 
と、すべての領域において⼀番⾼い平均点数を獲得した国になっている。 
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